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11
月
３
日
㈰
、
菊
の
香
薫
る
文
化
の
日
に
、
町
民
表
彰
式
が
ジ
ョ
イ
・

じ
ょ
ぐ
ら
天
の
川
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
功
労
表
彰
と
し
て
６
名
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
民
表
彰
式
は
、
多
年
に
わ
た
り
町
の
自
治
振
興
や
地
域
発
展
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
方
を
称
え
る
た
め
、
町
政
施
行
と
同
時
に
、
昭
和
42
年
か
ら

始
ま
り
、
本
年
で
第
58
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
工
藤
町
長
か
ら
式
辞
の
の
ち
、
疋
田
副
町
長
か
ら
受
彰
者

の
功
績
が
報
告
さ
れ
、
町
長
か
ら
受
彰
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
京
谷
議
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
受
彰
者
を
代
表
し
て
福

原
賢
孝
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
る
と
、
会
場
内
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
、
表
彰
式
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
受
彰
者
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、
こ
の
度
の
ご
受
彰
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
表
彰
式
開
催

町
民
表
彰
式
開
催

令
和
６
年
度
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町
民
表
彰
受
彰
者
一
覧

町
民
表
彰
受
彰
者
一
覧
（
掲
載
順
は
条
例
で
定
め
た
表
彰
区
分
順
に
よ
る
）

（
掲
載
順
は
条
例
で
定
め
た
表
彰
区
分
順
に
よ
る
）

　

昭
和
58
年
に
議
会
議

員
に
当
選
以
来
、
３
期

11
年
に
わ
た
り
議
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
こ
の

間
、
上
ノ
国
町
議
会
議

長
、
建
設
常
任
委
員
長
、

総
務
文
教
常
任
委
員
を

歴
任
し
、
地
方
自
治
の

伸
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
６
年
以

降
は
上
ノ
国
町
長
や
北

海
道
議
会
議
員
の
要
職

も
歴
任
さ
れ
、
令
和
５

年
か
ら
再
び
議
会
議
員

と
し
て
本
町
の
振
興
発

展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
３
月
に
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
と

し
て
拝
命
以
来
、
永
き

に
わ
た
り
選
挙
の
公
正

か
つ
適
正
な
実
施
に
尽

力
さ
れ
、
公
職
選
挙
法

の
普
及
、
選
挙
人
へ
の

啓
発
業
務
に
も
精
励
さ

れ
、
選
挙
事
務
の
公
正

な
管
理
執
行
を
通
し
て
、

地
方
自
治
の
伸
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
20
年
３
月
に
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
と

し
て
拝
命
以
来
、
永
き

に
わ
た
り
選
挙
の
公
正

か
つ
適
正
な
実
施
に
尽

力
さ
れ
、
公
職
選
挙
法

の
普
及
、
選
挙
人
へ
の

啓
発
業
務
に
も
精
励
さ

れ
、
選
挙
事
務
の
公
正

な
管
理
執
行
を
通
し
て
、

地
方
自
治
の
伸
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

多
年
に
わ
た
り
上
ノ

国
町
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
火
災
・
災
害
に

出
動
し
、
第
一
線
に

立
っ
て
町
民
の
生
命
・

財
産
を
守
り
、
被
害
の

防
止
と
災
害
の
軽
減
に

尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
火

災
防
止
の
啓
発
や
地
域

の
消
防
活
動
を
積
極
的

に
行
う
な
ど
防
災
意
識

の
高
揚
に
努
め
ら
れ
、

町
政
の
推
進
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

多
年
に
わ
た
り
健
康

推
進
員
と
し
て
健
康
や

医
療
お
よ
び
介
護
の
知

識
を
普
及
し
、
住
民
の

健
康
づ
く
り
と
高
齢
者

の
介
護
予
防
の
推
進
な

ど
健
康
管
理
の
指
導
に

あ
た
り
、
町
民
の
健
康

意
識
の
高
揚
と
推
進
に

尽
力
さ
れ
、
福
祉
行
政

の
進
展
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

多
年
に
わ
た
り
向
浜

町
内
会
長
、
上
ノ
国
町

連
合
町
内
会
会
長
を
歴

任
し
、
自
治
振
興
に
尽

力
さ
れ
た
ほ
か
、
社
会

福
祉
協
議
会
理
事
、
上

ノ
国
町
商
工
会
理
事
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
さ

ら
に
体
育
指
導
員
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し

て
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

は
他
の
模
範
と
な
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
町
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

功労表彰

福ふ
く
は
ら原 
賢よ
し
た
か孝

（
字
　
石
　
崎
）

功労表彰

古ふ
る
だ
て館 

幸ゆ
き
ひ
ろ廣

（
字
　
上
ノ
国
）

功労表彰

佐さ

と

う藤 

公き
み
よ
し良

（
字
　
大
　
留
）

功労表彰

川か
わ
し
ま島 

武た
け
は
る治

（
字
　
大
　
留
）

功労表彰

鈴す
ず
き木 

久く

み

こ

美
子

（
字
　
小
砂
子
）

功労表彰

小こ
ば
や
し林 

貢
み
つ
ぐ

（
字
　
向
　
浜
）
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大
き
な
か
ぼ
ち
ゃ
が
お
出
迎
え

大
き
な
か
ぼ
ち
ゃ
が
お
出
迎
え

も
ん
じ
ゅ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

も
ん
じ
ゅ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

被
害
急
増
中
！

被
害
急
増
中
！

  
特
殊
詐
欺
に
は
要
注
意

特
殊
詐
欺
に
は
要
注
意

上
ノ
国
町
を
Ｐ
Ｒ
！

上
ノ
国
町
を
Ｐ
Ｒ
！

北
海
道
移
住
・交
流
フ
ェ
ア

北
海
道
移
住
・交
流
フ
ェ
ア

目
指
せ
！
も
ん
じ
ゅ
の
売
上
ア
ッ
プ
！

目
指
せ
！
も
ん
じ
ゅ
の
売
上
ア
ッ
プ
！

上
高
生
が
Ｃ
Ｍ
制
作
に
初
挑
戦

上
高
生
が
Ｃ
Ｍ
制
作
に
初
挑
戦

　

10
月
17
日
㈭
、
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら

で
特
殊
詐
欺
体
験
会
が
開
催
さ
れ
、
15

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

江
差
警
察
署
の
担
当
者
が
講
師
と
な

り
、
特
殊
詐
欺
の
手
口
や
対
策
な
ど
が

話
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
オ
レ
オ
レ

詐
欺
の
手
口
の
説
明
で
は
、
実
際
に
被

害
に
遭
っ
た
と
き
の
電
話
の
や
り
と
り

が
流
れ
、
臨
場
感
溢
れ
る
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

　

後
半
に
は
、
還
付
金
詐
欺
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
の
手
口
を
想
定
し
た

体
験
が
行
わ
れ
、
体
験
す
る
様
子
を
見

守
る
参
加
者
の
中
に
は
「
騙
さ
れ
な
い

で
！
」
と
身
振
り
手
振
り
を
す
る
方
が

い
ま
し
た
。

　

近
年
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
多
く
発

生
し
て
い
る
現
状
で
す
の
で
、
電
話
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
や
り
と
り
で
怪
し
い
と
感
じ

た
と
き
は
家
族
や
友
人
、
警
察
な
ど
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
！

　

10
月
20
日
㈰
、
道
の
駅
上
ノ
国
も
ん

じ
ゅ
に
て
、
毎
年
恒
例
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
悪
天
候
に
よ
り
一
部
の
イ

ベ
ン
ト
は
館
内
に
場
所
を
移
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
露
店
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
抽
選
会
な
ど
を
楽
し
む
来
場

者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

か
ぼ
ち
ゃ
の
重
さ
を
競
い
合
う
『
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
か
ぼ
ち
ゃ
選
手
権
』
で
は
、

地
元
農
家
の
片
石
寿
美
子
さ
ん
が
重
量

1
0
9
．
２
㎏
と
過
去
最
大
記
録
を
更

新
し
、
２
年
連
続
の
優
勝
者
と
な
り
ま

し
た
。
感
想
を
聞
く
と
「
来
年
は
重
さ

2
0
0
㎏
を
目
指
す
！
」
と
次
の
挑
戦

へ
の
意
気
込
み
を
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

９
月
28
日
㈯
に
大
阪
府
、
10
月
19
日

㈯
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
『
北
海
道

移
住
・
交
流
フ
ェ
ア
2
0
2
4
』
に
出

展
し
、
上
ノ
国
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

大
阪
会
場
で
は
約
5
5
0
名
、
東
京

会
場
で
は
約
6
5
0
名
の
方
が
来
場
し
、

出
展
し
た
道
内
の
各
自
治
体
や
企
業
、

団
体
が
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
シ
ニ
ア
世
代
や
家
族
連
れ
、

若
者
な
ど
で
賑
わ
い
、
当
町
の
ブ
ー
ス

に
も
幅
広
い
年
齢
層
の
来
場
者
が
足
を

運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
当
町
の
概
要
や
支
援
施

策
な
ど
の
説
明
の
ほ
か
、
関
係
人
口
の

増
加
を
図
る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し

住
宅
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て

利
用
で
き
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
紹
介
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
㈪
と
29
日
㈫
の
２
日
間
、

道
の
駅
上
ノ
国
も
ん
じ
ゅ
の
レ
ス
ト
ラ

ン
内
や
町
内
に
て
、
Ｃ
Ｍ
制
作
の
た
め

の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

動
の
一
環
で
行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
今
回
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
主
要

メ
ニ
ュ
ー
４
つ
の
売
上
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
企
画
か
ら
撮
影
、
編
集
ま
で
す
べ

て
高
校
生
が
行
い
ま
す
。

　

プ
ロ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
さ

ん
が
講
師
と
な
り
、
撮
影
の
コ
ツ
や
照

明
器
具
を
含
む
道
具
の
操
作
な
ど
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
考
え

た
４
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
も
と
に
撮
影
し

ま
し
た
。

　

自
由
で
若
々
し
く
ユ
ー
モ
ア
の
溢
れ

た
シ
ー
ン
が
多
く
あ
り
、
生
徒
た
ち
は

楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
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上
ノ
国
ワ
イ
ン
の

上
ノ
国
ワ
イ
ン
の

　
　
　
　
　
　

魅
力
を
堪
能

　
　
　
　
　
　

魅
力
を
堪
能

小
さ
な
命
と
触
れ
合
う
！

小
さ
な
命
と
触
れ
合
う
！

赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

雨
の
中
が
ん
ば
っ
た
！

雨
の
中
が
ん
ば
っ
た
！

河
北
小
学
校

河
北
小
学
校  

林
業
体
験

林
業
体
験

会
員
の
交
流
を
深
め
る

会
員
の
交
流
を
深
め
る

第
１
回
モ
ル
ッ
ク
交
流
会

第
１
回
モ
ル
ッ
ク
交
流
会

　

10
月
30
日
㈬
、
上
ノ
国
中
学
校
で

「
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
」
が

行
わ
れ
、
３
年
生
の
生
徒
た
ち
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
家
庭
科
の
授
業
の
一

環
と
し
て
、
命
と
家
族
の
繋
が
り
の
大

切
さ
を
学
ぶ
た
め
に
町
の
保
健
福
祉
課

と
連
携
し
、
町
内
の
お
母
さ
ん
た
ち
の

協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
と
対
面
し
、

最
初
は
恐
る
恐
る
触
れ
て
い
ま
し
た
が
、

時
間
が
経
っ
て
慣
れ
て
く
る
と
積
極
的

に
抱
っ
こ
す
る
な
ど
命
の
温
も
り
を
体

感
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
子
育

て
の
苦
労
と
そ
れ
に
勝
る
子
ど
も
の
成

長
の
楽
し
み
を
聞
き
、
生
徒
た
ち
は
多

く
の
学
び
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
㈰
、
上
ノ
国
ワ
イ
ナ
リ
ー

主
催
の
ワ
イ
ン
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
30
名
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
で
は
、
設
備
や
製
造
の
流

れ
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
後
、
ワ
イ
ン
樽

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
参
加
者
の
ワ

イ
ン
好
き
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

　

直
売
所
は
試
飲
す
る
方
た
ち
で
賑
わ

い
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
を
試
飲
し
た
函
館
市

の
女
性
は
「
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
飲
み

や
す
い
！
」
と
感
嘆
の
声
を
あ
げ
、
３

種
類
の
ワ
イ
ン
を
１
本
ず
つ
購
入
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
ワ
イ
ン
を
愛
す
る
会

会
長
の
辰
巳
琢
朗
氏
な
ど
を
ゲ
ス
ト
に

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
ワ
イ
ン
に

対
す
る
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
㈬
、
河
北
小
学
校
の
４
年

生
か
ら
６
年
生
計
７
名
が
、
北
海
道
指

導
林
家
の
菊
地
時
男
氏
が
所
有
す
る
山

林
で
林
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
菊
地
指
導
林
家
か
ら
ヒ
バ
の

枝
打
ち
の
指
導
を
受
け
、
そ
の
後
一
本

ず
つ
枝
打
ち
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

枝
打
ち
と
は
、
余
分
な
枝
を
切
り
落

と
す
こ
と
で
、
節
の
な
い
材
木
の
生
産

や
病
害
の
防
止
な
ど
を
目
的
に
行
う
作

業
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
力
い
っ
ぱ
い
枝

を
切
り
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

体
験
を
終
え
た
三
國
颯
真
さ
ん
（
６

年
生
）
は
、「
珍
し
い
体
験
が
で
き
て

嬉
し
か
っ
た
！
」
と
声
を
弾
ま
せ
て
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
㈭
、
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら

で
上
ノ
国
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
第
１
回
モ
ル
ッ
ク
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
57
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
気
軽
に
楽
し
め
る

モ
ル
ッ
ク
を
通
じ
て
各
地
区
の
会
員
の

交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
豊
か
な
生
活
を
送
る
目
的
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

１
チ
ー
ム
４
名
編
成
で
計
15
組
の

チ
ー
ム
が
２
つ
の
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て

白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

会
場
内
は
終
始
大
盛
り
上
が
り
で
、

寒
く
な
っ
て
き
た
時
期
に
室
内
で
体
を

動
か
し
な
が
ら
話
に
花
を
咲
か
せ
、
体

も
心
も
あ
た
た
ま
る
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。
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11
月
２
日
㈯
か
ら
４
日
㈪
に

上
ノ
国
町
文
化
協
会
に
よ
る
町

民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
町
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
作
品
の
展
示
に
加
え
て
、

絵
本
の
読
み
き
か
せ
や
フ
ラ

ワ
ー
リ
ー
ス
づ
く
り
、
お
抹
茶

た
て
、
火
お
こ
し
、
ミ
ニ
タ
マ

サ
イ
づ
く
り
な
ど
の
体
験
も
実

施
し
ま
し
た
。

　

出
展
作
品
は
昨
年
の
３
倍
近

い
1
，
0
3
5
点
、
３
日
間
の

来
場
者
は
延
べ
6
8
2
人
で
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
日
の
夜
に
は
昨
年

も
大
好
評
だ
っ
た
上
ノ
国
町
産

の
日
本
酒
「
天
河
の
め
ぐ
み
」

の
利
き
酒
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

酒
好
き
の
参
加
者
は
談
笑
し
な

が
ら
、「
天
河
の
め
ぐ
み
」
他

３
種
類
の
日
本
酒
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

３
日
㈰
に
は
芸
能
発
表
会
が

行
わ
れ
、
こ
の
日
の
た
め
に
一

生
懸
命
練
習
し
た
歌
や
踊
り
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
全
国
で
活

躍
す
る
安
平
町
出
身
の
Ｗ
ａ
ｒ

ａ
ｋ
ｕ 

Ａ
ｒ
ｔ 

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

か
ら
篠
笛
を
織
り
交
ぜ
た
プ
ロ

令
和
６
年
度
町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
６
年
度
町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
６
年
度
町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
６
年
度
町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
６
年
度
町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

太
鼓
集
団
の
「
楓
流
」
が
来
年

２
月
の
上
ノ
国
町
公
演
の
Ｐ
Ｒ

と
し
て
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
演
奏
を
披
露
し
、
芸
能
発
表

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

多
く
の
作
品
の
出
展
と
芸
能

発
表
へ
の
参
加
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

楓流-ＦＵＲＹＵ-による演奏 素敵なリースが完成！！

　

令
和
７
年
２
月
16
日
㈰
に

ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら
に
お
い
て
、

芸
術
文
化
鑑
賞
事
業
を
開
催
し

ま
す
。

■�

内
容　

Ｗ
ａ
ｒ
ａ
ｋ
ｕ 

Ａ

ｒ
ｔ 

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
の
「
楓

流
」
に
よ
る
和
太
鼓
と
篠
笛

の
演
奏

■
開
場　

13
時
30
分
か
ら

※�

整
理
券
の
番
号
順
に
入
場
し

ま
す
の
で
開
場
の
15
分
前
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
開
演　

14
時
か
ら

■
入
場
料
無
料
（
事
前
予
約
制
）

※�

予
約
者
に
は
事
前
に
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

■
整
理
券
の
予
約
方
法

　

12
月
２
日
㈪
受
付
開
始

　

・�
電
話
お
よ
び
教
育
委
員
会

窓
口
（
平
日
９
時
か
ら
17

時
ま
で
）

　

・
二
次
元
コ
ー
ド

　

・
１
人
５
枚
ま
で

※�

当
日
の
整
理
券
の
配
布
は
行

い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
Ｇ

　
☎
０
１
３
９
-５
５
-２
２
３
０

　

11
月
17
日
㈰
に
ジ
ョ
イ
・

じ
ょ
ぐ
ら
で
（
公
財
）
北
海
道

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
催
の

縄
文
時
代
の
土
器
づ
く
り
体
験

を
行
い
、
町
内
の
小
中
学
生
と

保
護
者
合
わ
せ
て
31
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
、
同
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
坂
本
尚
史
氏
が
講
師
を

務
め
、
上
ノ
国
町
で
見
つ
か
っ

た
土
器
を
実
際
に
触
れ
な
が
ら

土
器
の
形
や
成
り
立
ち
を
学
び
、

講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
縄
文
土
器
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
土
器
を

作
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
昔
の

人
は
も
っ
と
難
し
い
形
で
作
っ

て
い
る
の
で
、
す
ご
い
と
思
っ

た
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

芸
術
文
化
鑑
賞
事
業
の

開
催
に
つ
い
て

申し込みは
こちらから
↓

み
ん
な
の
マ
チ
の
遺
跡

「上
ノ
国
式
土
器
を
作
ろ
う
！
」を
行
い
ま
し
た

坂本先生から作り方を教わります。

オリジナルの縄文土器と一緒に記念撮影！

えほんのひろば
クリスマス会

12月18日（水）15：30～
ジョイ・じょぐら はまる（入場無料！）
もこもこさんによる大型絵本の
読み聞かせや影絵の発表を行います。
皆さんお気軽にお越しください！！
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＊よむよむかたる 朝　倉　かすみ／著
＊青姫 朝　井　まかて／著
＊リミックス 今　野　　　敏／著
＊愛しさに気づかぬうちに 川　口　俊　和／著
＊迷惑な終活 内　舘　牧　子／著
＊新しい恋愛 高　瀬　隼　子／著
＊作家刑事毒島の暴言 中　山　七　里／著
＊アーセナルにおいでよ あさの　あつこ／著

＊岩に牡丹 諸　田　玲　子／著
＊浅草寺子屋よろず歴 砂　原　浩太郎／著

図書だより

年末年始カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 1/1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

＊　　　の日は、休館日です。

図 書 新 着 ご あ ん な い

練習の成果を披露！小学校学習発表会・中学校学校祭

上ノ国高校に関する地域懇談会開催上ノ国町学校運営協議会開催

　

10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
、
上
ノ
国
小
・
河
北
小
で
は

学
習
発
表
会
が
、
上
ノ
国
中
で

は
学
校
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
上
ノ
国
小
５
年

生
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
ア
ナ

と
雪
の
女
王
」
の
劇
中
歌
「
Ｌ

ｅ
ｔ 

Ｉ
ｔ 

Ｇ
ｏ
」
を
合
唱
し
、

難
し
い
英
語
の
歌
詞
を
見
事
に

歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　

河
北
小
３
・
４
年
生
は
南
部

桧
山
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
学
習
し

た
内
容
を
活
か
し
、
環
境
や
リ

サ
イ
ク
ル
を
テ
ー
マ
に
し
た
演

劇
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
ノ
国
中
２
年
生
は

ダ
ン
ス
甲
子
園
と
題
し
、
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
ダ
ン
ス
を
披
露
。

見
て
い
る
生
徒
か
ら
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　10月16日㈬、ジョイ・じょぐらにて上ノ国高
校に関する地域懇談会が開かれ、町内各校の教員
やＰＴＡ役員、一般参加を含め61名が参加しま
した。
　上ノ国高校の現状や取組について、北海道教
育庁課長補佐、上野教育長、上ノ国高校吉田校長
から説明があったほか、参加者がグループに分か
れて上ノ国高校の意義や生徒募集の取組について
様々な視点による意見を出し合い、共有しました。

　10月30日㈬、ジョイ・じょぐらにて上ノ国町
学校運営協議会が行われました。
　本協議会は、学校・地域住民・保護者が一体と
なって学校運営に関する協議を行い、「地域とと
もにある学校」を目指すための組織です。
　この日は「目指す子ども像」や「通学路の安全
確保」について活発な意見交換が行われました。

流
行
り
の
ダ
ン
ス
を
披
露
！

（
上
ノ
国
小
学
校
）

歌
や
ダ
ン
ス
、
器
楽
演
奏
に
挑
戦
！

（
河
北
小
学
校
）

大
漁
旗
を
バ
ッ
ク
に
ソ
ー
ラ
ン
節
！

（
上
ノ
国
中
学
校
）



今 月 は
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こころの
健康相談

◇日　　時　１２月２０日㈮　１４時〜１５時　 ◇場　所　北海道江差保健所
◇申込受付　実施日の前週金曜日午前中まで　　 ◇相談料　無料
◇問合せ先　江差保健所　☎0139-52-1053

440
地域支え合い（共助）

について

問い合わせ先　地域包括支援センター　☎０１３９－５５－４４６０

　少子高齢化や人口減少の時代背景により、特に虚弱な高齢者はさまざまな生活の不安が生じます。
できるだけ住み慣れた地域で暮らしていくためには、介護保険サービスなどの公的支援のほか、地域
での支え合いが必要で最近ではますますその重要性が高まってきています。

・公的サービスの限界：�介護保険サービスなどは法令によって定められているため、
一定のルールで提供されることから対応に限界がある。

・人的資源の減少：人口減少が進み、高齢者などの支え手が不足している。

・孤立傾向：自ら困りごとの発信ができず、地域との接触が乏しい。

　このように、加齢により身体の機能が低下してきても、住み慣れた地域で生活していくためにはど
うしたら良いか常に考えさせられますが、ここである事例を紹介します。

　ある日、地域包括支援センターに一人暮らしの男性について、近所に住む方から電話が入りま
した。その方は妻に先立たれてから徐々に身なりが乱れ、相談の時点では不潔でゴミ屋敷状態で
暮らしていました。
　公的サービスにより、家屋環境の整備から介護保険によるヘルパーやデイサービスの支援を受
けることで、比較的普通の生活ができるようになりました。

　しかし、介護保険サービスのみでは生活の“負”の隙間を埋
めることが難しいです。そんな中、本人の生活を心配した近所
の方数人が気にかけてくれ、おかずのお裾分けをしてくれる方
や見守りをしてくれる方がいたり、お店からは商品の配達と同
時に声かけなどの協力が得られるようになったりしたことで、
自身の生活に再び安心を得ることができました。
　その方は、現在もこれらの支援を受けながら生活していま
す。

【虚弱な高齢者の生活の現状と課題】

　これらの事例を通じて、生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）の立場から、
改めて「共助」の大切さをつくづく実感しています。何か特別なことをするものでなく、普
段の生活の中で自分ができる“気遣い”や“さりげない見守り”などが、受け手にとって、
それを提供する側が思う以上の安心につながります。
　自らの生活と共に、隣人の生活にも配慮しつつ社会生活を営むことが今の時代に�
必要なことで、こうした支え合う精神が広がることで「この町に住んで良かった」 
につながるのかもしれません。

刀祢　ひさ子　です
生活支援コーディネーター



広報かみのくに
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上ノ国町上ノ国町
地域活動支援センター地域活動支援センター
新規利用者募集中！新規利用者募集中！

個別相談・見学・体験も受付中！お気軽にお問い合わせください。
問い合わせ先　たまみずき北海道　☎0139－56－1203

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信

●
お
問
い
合
わ
せ　

法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所

℡
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
６
３

（第172号）

　

以
前
の
法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
で

相
続
放
棄
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た

際
、
相
続
放
棄
の
メ
リ
ッ
ト
の
１

つ
と
し
て
被
相
続
人
の
負
債
か
ら

解
放
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
被
相
続
人
の
債
務
を

ど
の
よ
う
に
調
べ
る
の
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

被
相
続
人
の
債
務
を
調
べ
る
に

あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
郵
便
物
や
遺

品
の
確
認
を
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
消
費
貸

借
契
約
書
や
督
促
状
な
ど
借
金
に

関
す
る
書
類
が
な
い
か
を
よ
く
確

認
し
た
方
が
良
い
で
す
。

　

も
し
書
類
な
ど
が
見
つ
か
ら
な

い
と
し
て
も
、
被
相
続
人
の
預
金

通
帳
の
出
金
履
歴
を
確
認
し
て
、

借
金
の
返
済
に
関
す
る
記
載
が
な

い
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
借
金
の

存
在
に
気
付
け
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

定
期
的
に
特
定
の
会
社
や
人
物
へ

の
出
金
が
あ
る
場
合
、
被
相
続
人

の
借
金
の
返
済
に
関
す
る
記
載
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
調
査
を
し
て
も
ま
っ
た

く
わ
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
不
安

が
残
る
場
合
は
、
個
人
信
用
情
報

機
関
で
被
相
続
人
の
信
用
情
報
の

開
示
を
受
け
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

貸
金
業
者
な
ど
は
通
常
、
個
人
信

用
情
報
機
関
に
加
盟
し
て
お
り
、

貸
付
け
の
際
は
、
そ
の
こ
と
を
登

～
相
続
債
務
の
調
べ
方
～

録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
の
で
、
個
人
信
用
情
報
の
開

示
を
受
け
れ
ば
、
被
相
続
人
の
債

務
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
信
用
情
報
機
関
と
し
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き
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要
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な
お
、
信
用
情
報
の
開
示
で
被

相
続
人
の
債
務
を
網
羅
的
に
把
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き
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す
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べ
て
の
債
務
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握
で
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け
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な
い
こ
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に
注
意
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必
要
で
す
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相
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間
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、
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が
良
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談
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ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　
樋
口　
直
久
）

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。
※診療受付時間
午前…8時00分〜11時30分（初診の方は、9時00分〜）
午後…1時00分〜  2時30分
予約受付時間（定期患者のみ）午後1時00分〜午後4時00分

道 立 江 差 病 院 だ よ り ５0 ２1 －－ ０9 ０3 ３ ６☎

診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

外来診療体制・12月の診療予定外来診療体制・12月の診療予定
総 合 診 療 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）

整 形 外 科 午前　月，水，木，金曜日
午後　金曜日（午前、午後診療いずれも完全予約制）

循 環 器 内 科
午前　月から金曜日
　　　（初診は月,火,木,金曜日。水曜日の再診は予約のみ）
午後　月，木，金曜日
　　　（初診は月,金曜日。木曜日の再診は予約のみ）

消 化 器 内 科 午前　6日㈮，27日㈮（午前11時までの受付）
午後　6日㈮，19日㈭，27日㈮

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日（午前11時までの受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　6日㈮，20日㈮

総合診療（外科） 午前　火から木曜日

外 科 専 門 外 来 午前　13日㈮（午前11時までの受付）

小 児 科 午前　月から金曜日
午後　火と木曜日（午後３時〜午後４時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月から金曜日
午後　木曜日

精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）
午後　月，火，水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科 午前　10日㈫，16日㈪，17日㈫（午前11時までの受付）
午後　9日㈪，16日㈪

耳 鼻 咽 喉 科
午前　3日㈫，4日㈬，11日㈬，12日㈭，17日㈫，18日㈬
　　　25日㈬，26日㈭（午前11時までの受付）
午後　11日㈬，25日㈬

眼 科

午前　12日㈭，16日㈭（予約以外の初診受付午前11時まで）
午後　4日㈬，18日㈬，25日㈬
　　　コンタクトレンズを希望する患者様へ
　　　当院で以前調整した患者様のみ対応いたします。
　　　眼鏡の処方は、午後の診療受付になります。

皮 膚 科 午前　火曜日

各種手当・有給休暇・院内保育所もあります。
勤務時間（例：１日４時間で週３日など）も相談可能です。

正職員：看護師、パート職員：看護師、准看護師および看護助手
お気軽にご連絡ください♪

★★★ 看護職員等募集のお知らせ ★★★

問い合わせ先　総看護師長　若林

　皆さんこんにちは。整形外科の冨居です。
　先月に引き続き、肩関節痛の原因となる疾患の中でも、頻度の多
い腱板断裂と新しい人工肩関節置換術につい
てご説明します。
　腱板断裂はレントゲン撮影では写りません
が、ＭＲＩ（図２）を使うと患部がはっきり
と確認できるので、確定診断にＭＲＩは欠か
せません。
　保存療法は、五十肩の治療法と同様に鎮痛
薬や肩関節への注射、運動療法を行います。
症状が軽い患者様の場合、一時的に痛みがとれてその後の生活に大
きな不自由がなければ、そのまま様子をみることができます。た
だ、保存療法では断裂した腱板が修復されません。 断裂した腱は
徐々に退縮し、断裂が大きくなるといわれています。断裂が大きく
なると上腕骨頭が上方化し、関節軟骨も損傷されるいわゆる変形性
肩関節症となってしまう場合もあります。
　手術療法は、断裂した腱板をつなぎ合わせる手術治療（腱板修復
術）があり、当院では「関節鏡下手術」による腱板修復術を行って
います。創が小さく術後の回復も早いなどメリットが多く、高齢者
でも負担が少ない手術方法です。
　断裂が大きく、関節軟骨にも損傷をきたしている患者様の場合は、
人工関節をお勧めする場合もあります。

次月号へつづく

冨居先生から「肩について その２」

▼図2 ＭＲＩ画像
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秋の火災予防パレードについて

■問い合わせ先
　上ノ国消防署
　☎0139-55-2071

パレードの様子パレードの様子

　10月20日㈰に、火災予防を各地区で呼びかける『秋の火災予防パレード』を実施しました。火災予防意識
のより一層の啓発を図り、火災発生や財産損失の防止を目的としています。パレード終了後には、上ノ国町女
性防火クラブの会員たちが火災予防啓発品を配布し、ＰＲに一役買ってくれました。

問い合わせ先　函館地方気象台
☎０１３８－４６－２２１４大雪や暴風雪に備えましょう

　渡島・檜山地方の大雪は、発達した低気圧が渡島半島に近づいたときに多く発生し、道路の通行
止めや車の立ち往生、公共交通機関の運休などが発生することがあります。
　また、暴風雪は強い冬型の気圧配置で発生することが多く、吹雪で目の前が真っ白になる視界不
良や、道路上にできる吹きだまりにより、車の運転などに影響を及ぼします。
　気象台では、災害の防止・軽減のために段階的に警戒・注意を呼びかけています。大雪や暴風雪
が予想されているときには外出を控えることが最も大切です。
　大雪・暴風雪に関する最新の防災気象情報は気象庁ホームページで確認できます。

◆日頃から大雪や暴風雪に備えましょう◆

気象庁ホームページ
大雪・暴風雪に関する
最新の防災気象情報

↓
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住民課窓口にて行う、マイナンバーカードの休日・夜間申請サポートおよび交付を希望される方は、
随時事前予約が必要です。予約をしていない方の対応はできませんのでご注意ください。
※窓口の混雑状況などにより、ご希望に沿えない場合がございます。あらかじめご了承ください。
■申し込み・問い合わせ先　住民課　戸籍保険グループ

まだマイナ保険証をお持ちでなくても、
これまでどおりの医療をあなたに。

◆�マイナ保険証への切り替えがまだお済みでない方もこれまでどおり医療機関を受
診できます。

　�　令和６年12月２日より、現行の保険証は新たに発行されなくなりますが、マイナ保険証への切
り替えがお済みでない方も「お手元にある健康保険証」または「資格確認書」でこれまでどおり
の保険診療が受けられます。

◆有効期限が切れてしまっても資格確認書が交付されます。
　　マイナ保険証をお持ちでない方などには、資格確認書が郵送されます。
　　ただし、次の方は交付の申請が必要となりますので、役場窓口で手続きをしてください。
　　・マイナ保険証での受診が困難な方（ご高齢の方、障がいをお持ちの方など）
　　・マイナ保険証を紛失した方

◆より便利で安全なマイナ保険証への切り替えをご検討ください。
　　・マイナ保険証のみで高額療養費制度の限度額を超えた支払いが不要になる
　　・診療履歴に基づいたより良い医療が受けられる
　　・マイナポータルで確定申告時に医療費控除が簡単にできる

◆マイナ保険証になっても、次の場合は役場窓口で手続きが必要です。
　　①国保を脱退するなど資格の変更があったとき
　　　（国保加入者またはこれから国保に加入する方のみ）
　　�届出がないと保険税（保険料）が二重にかかってしまうことや無保険状態に
なってしまう場合があります。

　　②新たに人工透析など、特定の疾病による自己負担限度額を超える支払いの免除を受けたいとき

問い合わせ先　住民課　戸籍保険グループ

※上記以外の保険につきましては、加入されている保険にご確認ください。

◆お手元にある保険証は次の有効期限まで利用いただけます。

　　�すでにマイナ保険証を利用している方や�
登録したか忘れてしまった方は、マイナ�
ポータルから登録状況などが確認できます！

マイナ保険証の利用方法などは、
こちらからご確認いただけます。

保険の加入状況 保険証の有効期限

国民健康保険
来年７月末までに

70歳になる方 70歳になる月の月末まで
75歳になる方 75歳になる日の前日まで

上記以外の方 令和７年７月31日まで
後期高齢者医療保険制度 すべての方 令和７年７月31日まで

マイナポータル
アプリのダウン
ロードはこちら
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新型コロナウイルス定期予防接種の
　　　費用助成について

○対象者・接種費用
　町内に住所がある方で、接種日において
　①65歳以上の方
　②�60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、もしくは呼吸器の機能�
またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方

　　（身体障害者手帳１級相当）
○主な接種医療機関および接種期間
　接種を希望される方は、接種前に電話予約を行い医療機関の指示に従って接種してください。

　町では、新型コロナウイルスの予防接種を希望する高齢者に対して、新型コロナ
ウイルスのまん延防止や重症化予防のため、予防接種の費用を助成します。

13,300円助成します。
自己負担分を医療機関で�
お支払いください。

○上記以外の医療機関での接種
　上記医療機関で接種ができない方は、接種費用を全額支払っていただく必要がありますが、接種
後に申請をすることで接種費用の払い戻し（上限額：13,300円）を受けることができます。
　なお、申請場所は健康づくりセンターまたは湯ノ岱・石崎出張所となります。
　申請時の持ち物

～生活保護を受けている方の場合～
　�　接種後に健康づくりセンターまたは湯ノ岱・石崎出張所で申請すると、医療機関に支払った金
額分の払い戻しを受けることができます。申請時は上の表「接種後」に記載の持ち物を持参して
ください。（上記の医療機関で受診した場合、予診票は不要です。）
～対象者以外の方で予防接種を希望される方～
　�　任意接種となるため、各医療機関にお問い合わせのうえ接種してください。接種費用について
は全額自己負担となります。
　　生後６ヶ月から18歳の方で接種を希望される方は下記までご相談ください。

接種後

・印鑑
・身体障害者手帳　※対象者②に該当する方
・本人名義の銀行口座番号が確認できるもの（通帳、キャッシュカードなど）
・接種した医療機関から配布された予診票
・接種費用が明記された書類（領収書、明細書など）

接種場所 ジョイ・じょぐら 上ノ国診療所 石崎診療所 道南勤医協江差診療所 北海道立江差病院

予約期間  12月  2日㈪
～12月20日㈮

 ２月  3日㈪
～３月27日㈭

 １月  6日㈪
～３月20日㈭ 11月18日㈪～  11月11日㈪

～12月23日㈪

予約時間 8：30～17：15
（土・日・祝日を除く）

13：30～15：00
（水・土・日・祝日を除く）

9：00～16：00
（土・日・祝日を除く）

14：00～16：00
（土・日・祝日を除く）

13：00～15：00
（土・日・祝日を除く）

接種期間
1月20日㈪・21日㈫
   22日㈬・25日㈯
①13：00～14：00
②14：00～15：00

 ２月  3日㈪
～３月31日㈪

 １月14日㈫
～３月31日㈪

12月20日㈮
15：00～16：00

 12月  2日㈪
～12月25日㈬

申し込み
0139-55-4460
　または
　二次元
　コード

0139-55-2017 0139-59-2341 0139-52-5575（予約専用電話） 0139-52-0036

ワクチン ファイザー ファイザー ファイザー ファイザー ファイザー
自己負担 2,000円 2,000円 2,000円 1,700円 2,045円

問い合わせ先　保健福祉課　健康支援グループ
☎０１３９－５５－４４６０
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無料無料

＜申込方法＞
　希望の時間と検診項目を選び、お申込みください。

◎午前中のみバスの送迎があります。希望する方は申込時にお知らせください。

申込・問い合わせ先
　保健福祉課 健康支援グループ
　☎0139-55-4460

20歳以上の女性の方へ

二次元コード
からの申込可

※１ 特定健診の対象者
　�　40歳以上の上ノ国町
国民健康保険加入者、
後期高齢者医療保険加
入者、生活保護受給者
です。社会保険の被扶
養者も「特定健診受診
券」をお持ちの方は受
けられる場合がありま
すので、ご相談くださ
い。
※２ �ピロリ菌抗体検査とは
　�　「ピロリ菌感染の有無
を調べる検査」です。
胃がんになりやすいか
どうか、血液検査でわ
かります。

　�　ピロリ菌は、成人に
はほぼ感染しません。
一度検査をしてピロリ
菌がなかった方、除菌
に成功した方は検査の
必要はありません。

かみのくに健康
ポイント事業の
対象健診です♪

令和７年２月２日㈰・３日㈪に各種がん検診・特定健診を実施！！
実 施 日 受付時間 会　場

２月２日㈰
・

２月３日㈪

①６：30～  7：00
健康づくり
センター

②７：30～  8：00
③８：30～  9：00
④９：30～10：00

検診項目 対象年齢など 自己負担額
●胃がん検診（バリウム検査） 30歳以上 1,000円

●肺がん検診�（胸部レントゲン検査）�
（喀痰検査）

20歳以上 300円
50歳以上
当日の問診時にお申し出ください。 3,040円

●大腸がん検診（２日間の便検査） 20歳以上 500円
●前立腺がん検診（血液検査） 50歳以上・男性のみ 300円
●ピロリ菌抗体検査（血液検査）※2 20歳以上・未除菌者 1,000円
●エキノコックス症検査（血液検査） 20歳以上・５年に１度が目安 600円
●特定健診（血液・尿検査など） ※１の説明をご覧ください。 無料

申込締切：令和６年12月26日㈭

かみのくに健康
ポイント事業の
対象検診です！

申込期間：令和６�年12月４日㈬～12月16日㈪

子宮がん ・乳がん検診 を実施！

実施日 受付時間 子宮がん検診
定員数

乳がん検診
定員数 会場

１月19日㈰

①  8：30～  9：00

150名

35名

健康づくり
センター

②  9：30～10：00 35名
③10：30～11：00 30名
④13：00～13：30 40名
⑤14：00～14：30 40名

検診項目 その他
●子宮がん検診（頚部）

※�印の検査を希望する方は、当日の問
診時にお申し出ください。　※子宮がん検診（体部）

　※超音波検査（エコー）
●乳がん検診（マンモグラフィ）　定員数の都合により、ご希望に添え

ない場合もありますので、ご了承くだ
さい。

　超音波検査
　（40歳未満の方限定18名まで）

〈〈40歳未満の方へ〉〉
　40歳未満の方は乳腺が発
達しているため、マンモグラ
フィでは異常がわかりにくい
こともあり、検診の有効性が
確立されていません。
　40歳未満の方で乳がん検
診を希望される方は、乳腺外
科での検診をおすすめします
が、今回の検診で検査する場
合は、マンモグラフィと超音
波検査、両方の実施をおすす
めします。

申込・問い合わせ先
　保健福祉課
　健康支援グループ
　☎0139－55－4460
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市町村民税非課税世帯の皆様へ
町で灯油購入費を助成します（燃料費等高騰緊急対策事業）

給付金の支給額
１世帯あたり
　　１万２千円

申請期間
令和７年
２月28日㈮まで

対象となる条件 申請方法

　町では、原油をはじめとするエネルギー価格の高騰などによって圧迫されている生活の一助とす
るため、経済的に厳しい非課税世帯に対し、緊急的に灯油購入費の一部を助成します。

給付金の支給日
　提出された書類を審査
後、支給決定通知でお知
らせします。

　令和６年12月１日時点で、上ノ国町の
住民基本台帳に登録があり、申請時に上
ノ国町に居住している令和６年度市町村
民税非課税世帯。
※�施設入所者のみの世帯、生活保護世
帯、上ノ国町町税の滞納に対する制限
措置に関する条例に該当する方がいる
世帯は対象外です。

　12月４日以降に対象世帯へ申請書を送
付しますので、必要事項を記入し役場住
民課へ提出してください。
　令和６年１月１日以降に町外から転入
された方は、前住所地での世帯全員の非
課税証明書が必要となります。
※�転入された方へは案内を送付しません
ので、対象となる方はお問い合わせく
ださい。

申請書の記入方法

振込口座の変更や新規
で助成を受ける場合
は、こちらにチェック
を入れ、口座情報を記
入してください。
必ず通帳またはキャッ
シュカードの写しを添
付してください。

問い合わせ先　住民課　住民環境グループ

大留100番地
上ノ国　太郎

上ノ国　太郎

※�代理申請・代理受給を行う場合は、代理人の氏名、生年月日、住所、電話番号を記入し、代理人の
身分証明書を添付してください。世帯主氏名は上段の世帯主氏名を記入し、必ず押印してください。

日付、電話番号を記
入し、

必ず押印してくださ
い。

必ず押印
してください。

昨年と同じ振込先の
場合は

上、振込先の変更や
新規受

給の場合は下にチェ
ックを

入れてください。
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令和６年12月１日からの令和６年12月１日からの
路線バス運賃の改定について路線バス運賃の改定について

　近年の物価上昇や燃料費の高騰に加え、人件費も上昇していることから、函館バス株式会社で
は、持続可能な公共交通サービスを提供するために令和６年12月１日から運賃改定を行います。
　改定後の主な区間の運賃は、次のとおりとなります。ご参考としてください。

（円）

※表の見方…上の表が江差・小砂子線、下の表が江差・木古内線
　⑴ まず、乗車する停留所名を選びます。
　⑵ 次に、降車する停留所名を選びます。
　⑶ 双方が突合する表の数字が乗車金額になります。

例１：小砂子から乗り、石崎で降りる場合は460円となります。
例２：大留から乗り、木古内駅前で降りる場合は1,600円となります。

1,350 1,050 860 820 710 520 460 350 300 250 200 江 差
ターミナル

1,250 950 770 720 610 410 360 250 200 150 内郷

1,200 920 710 670 560 360 300 220 150 大留

1,150 820 640 600 500 280 230 150 花沢温泉

1,100 790 600 550 430 230 180 上ノ国
病院前

1,050 710 520 460 350 150 原歌

1,000 660 460 410 300 大崎

810 460 260 210 木ノ子

720 350 150 汐吹

670 300 浜中

460 石崎

小砂子

木古内
駅　前

神明 950

中の沢 350 1,100
湯ノ岱
温　泉 150 350 1,100

宮越 350 350 650 1,300
早瀬
桂岡 180 400 400 700 1,350

中須田 180 280 500 500 800 1,450

新村 150 280 350 550 550 850 1,500

大留 150 180 300 400 600 600 900 1,600
江 差
ターミナル 250 300 400 450 550 750 750 1,000 1,700

江　差
病院前 500 700 750 850 900 1,000 1,200 1,200 1,300 2,000

江　差
高校前 150 500 700 750 850 900 1,000 1,200 1,200 1,300 2,000

【江差・木古内線】

【江差・小砂子線】
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明治安田生命保険相互会社函館支社よりご寄附いただきました

　10月31日㈭、役場町長室にて寄附贈呈式が行わ
れ、明治安田生命保険相互会社函館支社（星野和昭支
社長）より、地域生活の充実のため502,700円の寄
附をいただきました。

　これは同社が全国各地で実施している地域社会支援
活動『地元の元気プロジェクト』の一環として寄附さ
れたもので、贈呈式では星野支社長から疋田副町長に
目録が手渡されました。

　また、聴こえに悩む方の社会的孤立という社会課題
の解決に貢献するため、地域社会との絆を紡ぐ取り組
みの一環として同社のシニア職員が発案し製品化され
た電話音声明瞭器『サウンドアーチ』が寄贈されまし
た。
　いただいた寄附は貴重な財源として、また『サウン
ドアーチ』は総務課に設置して活用いたします。

1212 月は の納期の月です。
納期限内納付を！

納税には、確実で
便利な口座振替を！
財政課　税務グループ

町道民税　　　　第４期分
国民健康保険税　第６期分

空き家バンクに登録してみませんか？空き家バンクに登録してみませんか？
　町では、空き家の有効活用を通して、定住促進や地域の活性化を図るため、空き家
バンク制度を行っています。
　この制度は、空き家の売買や賃貸借を考える所有者に対し、町が所有者と、その空
き家の利用希望者とのマッチングを行い、お互いが連絡を取り合えるようにお手伝い
するものです。
　「まだ住める家だから壊すのはもったいない」「誰かに使ってもらいたい」などを
お考えの方は空き家バンクに登録することで、壊す予定の家の可能性が広がります！

所有者 利用希望者上ノ国町役場
②空き家情報の公開

⑤・⑧
所有者と希望者の
マッチング

①空き家の登録申請

⑥利用希望者の情報提供

⑦マッチングの承諾

③空き家の利用者登録

④希望空き家の問合せ

⑨空き家の詳細情報
　所有者情報の提供

⑩所有者と利用希望者にて契約交渉

まずはお気軽にまずはお気軽に
ご相談ください！ご相談ください！

※注意点
・登録可能な空き家は「現に居住可能または小規模な修理で居住可能な住宅」となります。
・「登録＝成約」をお約束するものではありません。
・町は空き家の売買や賃貸借に係る交渉・契約などに関与しません。

制度の詳しい説明や登録物件などは
町ホームページをご覧ください！→問い合わせ先　総務課　企画統計グループ

空き家の活用

制度の
イメージ

空き家の登録に費用はかかりません！
登録された情報は町ホームページなどで情報発信します！
家の写真や間取り図の作成も職員が支援します！

制度利用にあたって
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８月１日㈭
　新規薬局オープン！！

☎０１３９－５６－１８８１
ＦＡＸ０１３９－５６－１８８２あさひ薬局 上ノ国店あさひ薬局 上ノ国店

★�どこの病院の処方せんでも
受付します。
★自宅にもお届けします。
★健康相談も行います。

住　　所
　字上ノ国248番地22
　（上ノ国診療所様の近くです。）
営業時間
　月曜日～金曜日　８時30分～17時30分
　土曜日　　　　　８時30分～12時30分

お気軽に
ご相談ください！

・苺の生クリーム　　・ベイクドチーズケーキ
・チョコ生クリーム　・クリスマスシフォンケーキ
HappyChristmas2024HappyChristmas2024　ご予約承り中

ご予約締切日：12月15日㈰まで　お渡し日：12月24日㈫、25日㈬

問い合わせ先： 上ノ国町字大留73-15
☎0139-56-7489

詳しくは
店頭・お電話にて

カットケーキ
もご用意して
おります。

道の駅

上ノ国もんじゅ
TEL 0139-55-3955
予約受付時間 9：00～17：00
予定数量に達した場合は、ご予約をお断りさせ
ていただく場合がございますので、予めご了承
ください。

2024

1台6,000円（税込・３人前）

予約受付期限 12月20日㈮まで
①配達（上ノ国町内のみ）12/31㈫12：00～15：00の間 ※時間指定はできません。
②お引取り　　　　　12/31㈫12：00～15：00までにお願いします。

予約
問い合わせ先

もんじゅ公式LINE
のお友だち追加は

コチラ

予約
受付中 もんじゅの特製オードブル

火葬場従事者 募集 問い合わせ先　㈲草間典礼社　☎０１３９－５５－２０６８

■募 集 人 数　１名

■業 務 内 容　�火葬業務全般、火葬場内外の清掃・
草刈り・雪かき他

■給 　 　 与　月給10万円～13万円

■勤務時間・日数　不定（休日は要相談となります。）

■応募資格など
　・60歳以上の方（性別は問いません。）
　・資格・経験などは一切問いません。
　・�居住地は町内に限らず、通勤可能であれば
町外在住の方でも構いません。

詳細については、面接時にご説明します。

有限会社有限会社夷王亭夷王亭
大好評につき今年も販売いたします。数量に限りがございますので、お早目のご予約をお願いいたします。

予予約・約・問問い合わせ先い合わせ先 夷王亭 ℡0139‐55‐2839 すべて税込価格となります。
お気軽にお電話ください！

年越しオードブル年越しオードブル クリスマスセットクリスマスセットののご案内ご案内

年越しオードブル
１皿（５〜７人前）

7,000円
1,000円

1,000円
1,600円

【お渡し日】�12月31日㈫�
11：00～16：00

限定
50皿 クリスマス

セット
【お渡し日】12月24日㈫または25日㈬14：00～18：00

ピザ
からあげBOX（約10個入）

からポテセット
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（仮称）檜山陸上ウィンドファーム事業に係る計画段階環境配慮書縦覧のお知らせ

「（仮称）北海道檜山地方洋上風力発電事業に係る計画段階環境配慮書」に関する縦覧のお知らせ

（仮称）宮越・湯ノ岱風力発電事業に関する説明会のお知らせ

■縦覧場所　�渡島総合振興局環境生活課、�
檜山振興局環境生活課、松前商工会、�
上ノ国町役場１階ロビー�
（電子縦覧　https：//j-windservice.com/）

■縦覧期間　令和６年12月３日㈫～令和７年１月８日㈬

■事 業 者 名：関西電力株式会社　RWE Renewables Japan 合同会社　　　■縦 覧 場 所：上ノ国町役場
■縦 覧 期 間：令和６年11月25日㈪～令和６年12月24日㈫（縦覧場所の開庁時間に準じます。）
■意見書の提出：�環境の保全の見地からのご意見をお持ちの方は書面に住所、氏名、ご意見（理由を含む）をご記入

の上、縦覧場所に備え付けの意見書箱に投函または令和６年12月24日㈫までに下記へ郵送してくだ
さい。（郵送の場合、令和６年12月24日㈫までの消印有効）

■問い合わせ先：関西電力株式会社 再生可能エネルギー事業本部 技術グループ
　　　　　　　　〒530-8270 大阪府大阪市北区中之島３丁目６番16号　☎080-1467-7201（土・日・祝日を除く９時～17時）

上ノ国町にて計画している陸上風力発電事業について、事業計画および計画段階環境配慮書の内容に関する説明会を開催します。
■ご不明な点がある場合の問い合わせ先
　北海道電力株式会社 再生可能エネルギー開発推進部 渉外Ｇ
　電話：011-251-4051

■開催日時　2024年12月19日㈭ 18時30分～20時00分
■開催場所　ジョイ・じょぐら（上ノ国町字大留100）
※�本説明会は、再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法（平成23年法律第108号）に基づき、上ノ国町にお住まい
の皆様を対象に開催するものです。ご参加に当たっては、受付にて身分証明書（運転免許証など）を確認させていただきます。ま
た、出席者名簿および説明会の録音・録画を提出することが制度上求められているため、受付において出席者名簿にご記名いただ
くとともに、出席者のプライバシーに対して最大限配慮して録音・録画をさせていただきます。

■ご意見について
　�　環境の保全の見地からのご意見をお持ちの方は、書
面に住所・氏名・意見（理由を含む）をご記入のう
え、縦覧場所に備え付けの意見書箱に投函または令和
７年１月８日㈬までに下記へ郵送してください。
　（郵送の場合、令和７年１月８日㈬までの消印有効）

■意見書の提出・問い合わせ先　日本風力サービス株式会社（担当：宗像） 
　〒105-0014　東京都港区芝2-5-10 芝公園ＮＤビル６階　☎03-5530-9072（縦覧期間中の平日10時から17時）

＊〜南部桧山衛生処理組合からお知らせ〜＊
12月14日㈯は休日のため施設へのごみの搬入はできません。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター
☎０１３９−５３−６３０１

入札結果のお知らせ（10月22日執行分まで）
＊予定価格の公表は、一般競争入札または指名競争入札に付するもので、建設工事および委託業務が対象となっています。
＊�金額はすべて消費税および地方消費税相当額を含んだ額です。なお、予定価格を公表しない指名競争入札は落札率を
記載しておりません。（落札率の記載がある場合、小数点第１位未満を四捨五入して掲載しています。）

入札日 工事名・業務名 予定価格 落札業者 落札金額 落札率

10/8 旧小砂子小学校改修工事 74,932,000円 京谷建設工業株式会社 73,348,000円 97.9％

10/8 下水道施設改築工事（流入管埋設） 4,103,000円 株式会社草間建設工業 4,015,000円 97.9％

10/8 公営住宅石崎団地長寿命化改修工事実施設計委託業務 9,703,540円 株式会社佐藤公郎建築設計事務所 8,932,000円 92.0％

10/22 町道維持工事（視線誘導標） 2,332,000円 有 限 会 社 奥 工 業 2,277,000円 97.6％

10/22 ①町道神明ノ沢線外除雪委託業務 23,235,795円 株 式 会 社 若 狭 組 22,766,370円 98.0％

10/22 ②町道新村線外除雪委託業務 21,518,343円 京谷建設工業株式会社 21,084,910円 98.0％

10/22 ③町道北村内郷線外除雪委託業務 25,894,462円 株 式 会 社 小 林 建 設 25,335,640円 97.8％

10/22 ④町道路面整生等除雪委託業務 6,452,435円 株 式 会 社 小 林 建 設 6,325,000円 98.0％

10/22 上ノ国診療所医療機器購入業務（全自動血球計数器外） － 株式会社アクト 函館営業所 3,278,000円 －

10/22 上ノ国診療所医療機器購入業務（Ｘ線システム） － 株式会社アクト 函館営業所 4,620,000円 －

10/22 上ノ国・石崎診療所医療機器購入業務（骨密度測定装置） － 株式会社アクト 函館営業所 5,390,000円 －

【事業の計画概要】 事業者名 北海道電力株式会社（共同事業者：中部電力株式会社・カナデビア株式会社）

事業の実施場所 上ノ国町 湯ノ岱、早瀬、宮越、小森、桂岡、中須田、勝山各地内
電源種 風力発電 出力規模 特別高圧電源 工事開始予定/運転開始予定 2028年10月頃/2032年３月頃
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�

事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管

理
無
料
相
談
窓
口

　
☎
０
５
０
・
５
５
７
７
・
４
８
６
２

周 知

高
次
脳
機
能
障
が
い
支
援
者
研
修
会
・

家
族
交
流
会
　
開
催
の
ご
案
内

　

高
次
脳
機
能
障
が
い
は
、
交
通

事
故
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
で
脳
に

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
る
認
知

機
能
の
障
が
い
で
す
。
日
常
生
活

や
社
会
復
帰
へ
の
支
障
と
な
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
一
見
し
た
だ
け
で

は
わ
か
り
に
く
く
、
周
囲
の
理
解

を
得
に
く
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

江
差
保
健
所
で
は
、
高
次
脳
機

能
障
が
い
の
理
解
を
深
め
る
た
め

研
修
会
・
家
族
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
す
の
で
、

高
次
脳
機
能
障
が
い
を
持
つ
当
事

者
と
関
わ
り
が
あ
る
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
10
日
㈫　

13
時
～
15
時

■
場
所

　

江
差
保
健
所　

２
階
会
議
室

周 知

水
道
凍
結
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
を
下

回
る
と
、
水
道
が
凍
結
し
て
破
裂

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
厳
し
い

冷
え
込
み
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

「
水
落
し
」
や
「
保
温
材
を
巻
い

て
防
護
す
る
」
こ
と
を
忘
れ
ず
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

凍
結
や
破
損
に
よ
り
水
が
出
な

い
場
合
は
、
町
指
定
の
工
事
店
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
町
指
定
工
事
店
の
例

　

㈲
光
土
建

　
☎
０
１
３
９
・
５
５
・
２
３
０
５

　

㈲
笹
浪
配
管

　
☎
０
１
３
９
・
５
５
・
４
６
５
５

　

㈱
草
間
建
設
工
業

　
☎
０
１
３
９
・
５
８
・
５
０
５
５

　

㈱
小
林
建
設

　
☎
０
１
３
９
・
５
５
・
２
０
３
８

　

京
谷
建
設
工
業
㈱

　
☎
０
１
３
９
・
５
５
・
３
７
５
６

※�

右
記
以
外
に
も
指
定
工
事
店
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課　

上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

■
対
象
者

　

南
檜
山
管
内
に
お
住
ま
い
で
高

次
脳
機
能
障
が
い
を
持
つ
方
の
ご

家
族
、
支
援
に
携
わ
る
・
関
心
の

あ
る
関
係
機
関
の
職
員

■
申
し
込
み
締
切

　

12
月
５
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先

　

江
差
保
健
所

　
☎
０
１
３
９
・
５
２
・
１
０
５
３

結 果

ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

【
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
】

月
例
10
月
大
会

■
開
催
日　

10
月
12
日
㈯

■
場　

所　
天
の
川
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

《
男
子
の
部
》

　

１
位　

鈴
木　

武
雄

　

２
位　

金
子　

廣

　

３
位　

松
谷　

冨
士
明

《
女
子
の
部
》

　

１
位　

森　

み
ね
子

　

２
位　

片
野　

美
智
子

　

３
位　

森
山　

由
美
子

町
立
診
療
所
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会

■
開
催
日　

10
月
20
日
㈰

■
場　

所　
天
の
川
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

《
男
子
の
部
》

　

１
位　

明
上　

勝
健

　

２
位　

谷　

徹

　

３
位　

鈴
木　

武
雄

《
女
子
の
部
》

　

１
位　

森　

み
ね
子

　

２
位　

若
狭　

シ
ゲ

　

３
位　

松
田　

敦
子

【
空
手
道
】

第
43
回
今
金
支
部
兼
近
隣
空
手
道

選
手
権
大
会

■
開
催
日　

11
月
10
日
㈰

■
場　

所　

今
金
町
総
合
体
育
館

■
形

《
幼
児
の
部
》

　

２
位　

木
村　

恩

《
小
学
生
低
学
年
の
部
》

　

２
位　

松
谷　

澪

《
中
学
生
の
部
》

　

３
位　

太
田　

麟

《
高
校
生
・
一
般
の
部
》

　

２
位　

髙
橋　

颯
馬

■
組
手

《
幼
児
の
部
》

　

１
位　

木
村　

恩

　

２
位　

安
保　

真
白

《
小
学
生
低
学
年
の
部
》

　

３
位　

小
林　

蒼

《
小
学
生
高
学
年
の
部
》

　

１
位　

山
本　

朱
雀

《
中
学
生
男
子
の
部
》

　

１
位　

吉
田　

淳
奏

《
中
学
生
女
子
の
部
》

　

３
位　

松
崎　

陽
咲

《
高
校
生
・
一
般
男
子
の
部
》

　

１
位　

髙
橋　

颯
馬

　

２
位　

安
保　

瞬

　

３
位　

松
谷　

裕
輝

《
高
校
生
・
一
般
女
子
の
部
》

　

２
位　

木
村　

明
美

【
柔
道
】

令
和
６
年
度
道
南
柔
道
大
会

■
開
催
日　

11
月
10
日
㈰

■
場　

所　

函
館
ア
リ
ー
ナ

　
　
　
　
　

（
武
道
館
）

■
個
人
戦

《
小
学
１
・
２
年
生
女
子
の
部
》

　

３
位　

吉
田　

璃
杏

《
中
学
生
男
子
66
㎏
級
》

　

２
位　

佐
々
木　

巧
真

《
中
学
生
男
子
無
差
別
級
》

　

３
位　

濵
野　

涼

■
団
体
戦

《
小
学
１
・
２
年
生
の
部
》

　

２
位　
上
ノ
国
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

少
年
団

縁の家12月12月開催のお知らせ

フリーマーケットも開催します。
参加を希望される方はお気軽に会場へお越しください。

■場所：旧・工藤商店（字上ノ国182番地）
■時間：10：00〜12：00　■利用料：200円
■問い合わせ先：縁の家（リーダー 岡）☎090−4872−9633

12月14日㈯に開催します。

12月号
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発
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・
編
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／
上
ノ
国
町
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総
務
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9
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檜
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ノ
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番
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上ノ国町民憲章（昭和47年８月14日制定）
わたくしたちは、北海道夜明けの地にいきる上ノ国町民であることに
誇りをもち、祖先の偉業を受けつぎ、恵まれた大自然を愛し、町民一
人ひとりが自覚と責任をもつて、調和のある明るい町づくりにつとめます。

1. 健康で明るく、しごとにはげみ、住みよい町をつくりましよう。
2. 生産のくふうにつとめ、力を合わせ、豊かな町をつくりましよう。
3. きまりを守り、環境をととのえ、美しい町をつくりましよう。
4. 自然を愛し、文化を育て、希望にみちた町をつくりましよう。
5. 老人をうやまい、子供の夢をのばし、楽しい町をつくりましよう。

相談料無料
予 約 不 要
秘 密 厳 守

まちの人口と世帯数
（令和６年10月末日現在）

前月比
人 口 ４,１５１ 人 ±� ０
男 １,９３７ 人 −� １
女 ２,２１４ 人 ＋� １

世帯数 ２,３４７世帯 ＋� ３

日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医

（11月15日届出分まで）

病院の都合により変更となることがあります
ので、新聞や消防などで確認してください。

よろこび・かなしみ

※�掲載を希望する方のみご紹介しています。
※�地名表記については、所属の町内会を掲
載しています。
※�氏名については、正字に置き換えて掲載
しています。

12/1	 佐々木病院（昼間）
	 ☎ 0 1 3 9－ 5 2－ 1 0 7 0
	 道立江差病院（夜間）
	 ☎ 0 1 3 9－ 5 2－ 0 0 3 6
12/8	 道立江差病院
	 ☎ 0 1 3 9－ 5 2－ 0 0 3 6
12/15	上ノ国診療所（昼間）
	 ☎ 0 1 3 9－ 5 5－ 2 0 1 7
	 道立江差病院（夜間）
	 ☎ 0 1 3 9－ 5 2－ 0 0 3 6
12/22	道立江差病院
	 ☎ 0 1 3 9－ 5 2－ 0 0 3 6
12/29	道立江差病院
	 ☎ 0 1 3 9－ 5 2－ 0 0 3 6
12/31	上ノ国診療所（昼間）
	 ☎ 0 1 3 9－ 5 5－ 2 0 1 7
	 道立江差病院（夜間）
	 ☎ 0 1 3 9－ 5 2－ 0 0 3 6

おたんじょうおめでとう

大　留	 渡　邉　葉　羽（よう）ちゃん
	 ○父　匠さん　　○母　弥生さん
北　村	 麓　　　碧　空（あお）ちゃん
	 ○父　正樹さん　○母　鮎美さん
汐　吹	 浅　沼　叶　夢（かのん）ちゃん
	 ○父　有人さん　○母　奈々佳さん
おくやみもうしあげます

中央区	 小澤眞由子さん	 71歳�10/19
上ノ国	 中村　善廣さん	 89歳�11/  6
大　崎	 畑山　サキさん	 97歳�11/  5
石　崎	 小田川ツセさん	 95歳� 10/16頃

食堂経営者募集

困りごと・心配ごと　特設人権相談

救急技術向上訓練で最優秀賞を受賞！救急技術向上訓練で最優秀賞を受賞！

　町では、上ノ国町国民温泉保養センター内での食堂経営者を募集
しています。
▼所　 在　 地　字湯ノ岱517－５
▼営業予定期間　別途協議
▼応 募 資 格　食品衛生責任者設置届のできる方
▼提 出 書 類　�履歴書、住民票、想定しているメニュー�

および価格表

▼応 募 期 間　�12月２日㈪から�
申込があるまで

　応募・問い合わせ先
　　住民課　住民環境グループ 食　　堂食　　堂

　江差人権擁護委員協議会と函館地方法務局江差支局では、人権週
間（12月４日～10日）の一環として、「困りごと・心配ごと特設
相談所」を開設いたします。
　人権擁護委員が身近な法律問題や人権問題に関わるさまざまなご
相談をお受けし、解決へのお手伝いをさせていただきます。お気軽
にお越しください。
　なお、函館地方法務局江差支局では、いつでも人権相談に応じて
いますので、お気軽にご利用ください。

　11月７日㈭、函館アリーナで開催された『令和６年度救急技術
向上訓練』に道南地区の各消防本部の救急隊７隊が出場し、檜山広
域行政組合の代表として「上ノ国救急隊」が出場しました。
　この訓練大会は、病院前救護に必要な技術の向上を目的に毎年開
催されている想定訓練で、通報から病院への受け入れまでの対応と
通常の救急活動の２つを実施しました。
　上ノ国救急隊が発揮し
た抜群のチームワークが
救急専門医師から高い評
価を得られ、見事最優秀
賞を受賞することができ
ました！
　今後も町民の皆様の生
命・財産を守るため、
日々訓練に励んでまいり
ます。

　■開　催　日　12月５日㈭
　■時　　　間　13時～15時
　■場　　　所　役場２階研修室

問い合わせ先
　江差人権擁護委員協議会／函館地方法務局江差支局
　☎０１３９－５２－１０４８

（写真左から）岡崎司令補・北川士長・斉藤副士長


